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令和4年8月9日【火】
　市内教職員の地域研修として地域素材巡り「まるごと三
笠」を実施しました。
　公民館を出発し、三笠市立博物館で加納館長からアンモ
ナイトの化石を中心に歴史展示物の説明後、特別展「翼竜」
についても唐沢研究員より解説いただきました。
　次に「野外博物館」に移動、三笠ジオパーク推進協議会下
村事務局長の解説により地層・石炭・炭鉱の歴史を通して
大地と人々の営みの記憶について学びました。
　北海道内で最も古い旧幾春別炭鉱錦立坑櫓の内部も見学できました。また「地層タ
イムスリップ」と称して幾春別層と三笠層をまたぐと5000万年の時間を飛び越える場
所もあり力強い大地の動きを実際に見学できました。

　昼食は公民館に戻り、三笠高校卒業生
による「キーマカレー」「プリン」を準備し
ていただき商工観光課で製作した「三笠」
紹介ビデオを視聴しました。
　午後からは、旧空知集治監と千人塚を
巡り、炭鉱労働に囚人を用い、エネルギー
資源である石炭を採掘した歴史を学びました。

　明治15年に開設し廃監となる明治34年のまでの間、北海道の開拓に従事し亡くなっ
た囚人の霊を慰めるために建てられた千人塚は平成12年に市が新しく建立されました。
　最後に山崎ワイナリーを訪問し、山崎太地様の地域活性化の思いやワインづくりへ
の情熱について触れる機会となりました。
　広大なブドウ畑から涼しい風が漂い

自然を活かした栽培により北海道を代表するワイナリー事業とし
て成功されている様子を感じることができました。
　内部では、収穫期を待つ「たる」が並べられ、参加の皆様から質問
や感想が出され常に自家栽培の葡萄のみを使った技術革新に向か
われる高い意識を学びました。
　三笠の特徴的な施設を巡り、地域科など今後の教科指導に活用
できる内容であったという感想をいただきました。ご協力くださ
いました関係の皆様ありがとうございました。今後も三笠市を深
く理解できる研修となりますよう工夫して実施したいと考えてお
ります。
〔三笠市教育研究所〕

研 究 所 だ よ り

教育三笠
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学校祭：合唱 学校祭：ダンス

研究授業：国語（1年生） 研究授業：英語（2年生）
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　令和4年8月2日（火）三笠市民会館に於いて本年度の夏季講座を実施いたしました。
三笠市内外より約60名の皆様にご参加いただき、3講座、それぞれの講師の皆様のご指
導により充実した内容で開催できました。

講座１　国語教育講座
北海道教育大学附属札幌小学校主幹教諭　中島 大輔 様

「読解力向上への授業実践」

　今求められる国語授業の在り方について、具体的に教材を示され、目的を明確にし
た指導法について学ぶ内容の講座となりました。
　ICTの活用では、実際に参加の皆様がスマート
フォンやタブレットを操作しながら効果的な指
導方法について考える時間となりました。

　参加者からは、単元計画の三段階が大変参考になり、全教科に通じる実践であった
との感想や、国語であまりICTの活用をイメージができなかったが、今後どのように
構築したらよいか明日からの実践に役立つ内容であったとの感想を多くいただきま
した。

講座２　地域教育講座
幾春別川ダム建設事業所副長　稲垣 達弘 様

「地域素材を知る　ダムの役割」

　防災教育に繋がる学習資料の紹介や、三笠市のダム建設工事について資料や動画を
示していただきながらダムの役割について学ぶ機会となりました。「マイタイムライ
ン」の紹介もあり、災害に対する準備も知ることができました。
　三笠のダムが、近隣の皆様の安全を守ることや災害に備えることを日常から考えて
準備することの重要性につ
いて授業の中で取り扱いた
いという感想を多くいただ
きました。
　ダム見学についても紹介
され、今後社会科を中心に
幅広く各教科で参考になる
内容でした。

講座３　特別講座
東北福祉大学准教授　和 史朗 様

「特別な支援でみんなが幸せになる社会を」

　和准教授の体調不良により、急遽「オンライン」の講座とさせていただきました。和
先生にはご無理をお願いし実施させていただきました。

　「応用行動分析」「障がい」理解など、教育的な必
要ニーズの根幹に関わる考え方や、子どもを大切
にした教育についてご示唆をいただく内容でし
た。
　個別のサポートについて幅広い観点から「できる」ことに着目していく実践には、深
い人間愛を感じる感動的な講座となりました。
　「オンライン」での開催となり、市民会館と仙台とをつないでの講座となり、途中休
み時間を入れるなど工夫し教育委員会職員の協力体制により終了まで繋ぐことがで
きました。
　今年も、暑い夏の一日日程での夏季講座でしたが、参加の皆様から参考になったと
の感想を多くいただきました。閉会式での米倉運営委員長〔三笠小学校長〕の挨拶にも
ありましたが、日常実践に役立つ多角的な研修内容を設定することができました。講
師の皆様、ご協力くださいましたご参加の皆様に感謝申し上げます。ご意見を参考に
今後も指導力向上の一助となるよう期待に応えられる研修内容を設定していきたい
と考えます。【三笠市教育研究所】

令和４年度　三笠市教育研究所主催  夏 季 講 座

昼食にジオパーク駅弁を注
文された方は今年も好評で
した。
ありがとうございました。

「防災のしおり」を活用した授業実践

○6月8日(水)	 三笠市立萱野中学校　2年生
	 指導者　高橋健治教諭
○単元名　社会科地理分野　「日本の特色と地域区分」
○単元の目標	 「様々な視点で地域の特色を
	 調べることができる」
※単元4時間目　「自然災害に向き合う」
　単元5時間目　「災害から身を守るために①」
　単元6時間目　「災害から身を守るために②」
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入
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。
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。

開会式で阿部次長・松井所長の挨拶

国語教育講座　中島大輔主幹教諭

稲垣達弘副長による地域教育講座

閉会式での米倉運営委員長の挨拶

○本時の流れ
生徒の学習活動 教師の支援

導入
5分

〇�前時の復習をする。
・前時で使用したワークシートを振り返る。
〇�本時の学習課題と活動内容を理解する。
本時の課題　
　災害から身を守るために③
　三笠市の災害と防災について理解する

〇�本時の課題と活動を説明し
て学習の見通しを持たせる。

活動①
20分

身近な地域の自然災害と防災について
理解する

〇�三笠市の自然災害にはどのようなものがあ
るか、避難場所はどこにあるか確認する。

〇�自宅の浸水域や避難場所はどこになるか、
そこまで何分かかるか確認する

・�自宅以外にいた場合なども考える。
〇�三笠市の土砂災害が起こる場所を確認する。

〇�「防災のしおり」を使って、読
み取る。

〇�学校・遊ぶ場所などを想像さ
せる。

・�水の深さを自分の体と比べて
実感させる
〇�国土地理院「重ねるハザード
マップ」を活用して、洪水の
被害と合わせて理解させる。

活動②
15分

防災のために必要なことを整理する

〇�「防災のしおり」につけ加えたいことを考え
る。

〇�交流する

〇�本時だけでなく、今までの学
習を振り返って、つけ加えた
いことを考えさせる。

まとめと
ふりかえり
10分

〇�本時の学習内容をまとめる。
〇�本時の学習内容を振り返る。

〇�本時のまとめを記入させる。
〇�本時の振り返りを記入させ
る。

　中学校社会科の授業の中で、「防災のしおり」を活用しながら、三笠市の災害
と防災について理解するという課題設定の授業でした。自宅や自宅以外での避
難場所を確認し、実際の避難経路を考えさせるとともに、国土地理院のハザー
ドマップと重ねることにより、土砂災害や浸水域を具体的に考えさせながら、
主体的に取り組む授業となりました。
　また、「防災のしおり」にさらに付け加えたらよい内容を全体で思考し発表し
ていました。インターネットの利用可否や持ち物の具体化、避難場所の準備用
品(食料・毛布などの情報)など今後に向けて重要な視点が発表され、個人思考か
ら全体化し主体的な思考へと導く大変参考となる実践でした。

「防災のしおり」を広げて避難場所を
確認する生徒

板書での確認による
本時のまとめと振り返り


